
















































































































































































































































































































































































となるもの､ 2期は5世紀中葉からで5 ･ 6棟が散漫な弧状に配置されるものである｡ 3期は6世紀で
大型住居を囲むように7 ･ 8棟が集まるもの数単位で集落を構成する｡ 4期は7世紀初頭からで2-4
棟の竪穴住居が20m前後の規模のブロックを構成するあり方で8世紀まで確認できる｡このブロック
は15-20人の住居人数が考えられ､律令制の｢戸｣に対応する規模である｡これに先行する3期(古墳
時代後期)のブロックからは家父長制大家族が推定され､それが崩壊する7世紀初頭段階には古墳時代
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から律令制準備段階の飛鳥時代へと移行する｡小規模家族の成立が新たな制度に向けての動きの背景に
あったと推定される｡このように｢戸｣に相当するものは確認ができたが同じく制度として設定された
｢保｣や｢里｣については遺跡のあり方からは抽出できなかった｡それは｢戸｣や郡の領域は歴史の変遷の
中で比較的自然に生成してきたのに対し､ ｢保｣や｢里｣は擬制として成立したためであり､考古学的に確
認するのは困難を伴うことも指摘した｡
第7節では｢律令制地方支配と地域首長｣として､このような形で郡家遺跡造営からその運営に関って
きた各地域の首長層のあり方について検討した｡成立期の軍令体制で郡支配の中心となったのは各地域
の有力首長層で､それらの氏族は大部分が古墳時代中期から後期には成立し､残りの部分は一時的に衰
えはしたが古墳時代前期の伝統を引く可能性があるもので､大化改新以降に台頭した新興層は認められ
ない｡このような首長層の大部分は古墳時代の新興首長層なのである｡そしてこのような地域首長層に
よる郡支配の構造は､主として古墳時代中･後期に成立した地域の有力首長層とその他の首長層の関係
による支配を法制化したものであることを指摘した｡
次に律令制支配における地域首長層の性格について検討した｡文献史学では郡司を典型とした地域首
長層の政治的階級的位置付けを中心として研究が進められてきたが､現在では支配層の末端に位置する
ものでその中心となったのは伝統的首長層であることがほぼ認められている｡このような階層から選任
される郡司は郡領層と主政･主帳層に別けられており､それは郡家所在地域の最有力首長層やそれに次
ぐ首長層とその他の複数の小規模首長層というあり方と対応しておりそれを法制化したのが大宝律令に
おける郡司制度である可能性も指摘した｡
第8節では地域支配の中心となる郡司層は少なくとも古墳時代後期からの地域首長層から選任される
ことが判明したので､そのような首長層の代表である国造との関連を検討した｡陸奥国南部と常陸国で
はほぼ各郡毎に所謂小国造の記録が存在し､その本拠地に郡家遺跡が所在する場合その国造が郡の大領
となったことは確実であろう｡しかし7世紀末には那須郡国造碑のように郡家所在地域以外の地域首長
が国造から評菅に任命されたことを示す資料も存在する｡この那須郡は古墳等のあり方は全体の中で少
数のC類であり､伝統的首長層が分裂し国造や評督の職を争いながら中央権力の組織に組み込まれて
いった結果このような資料が出現したと考えられる｡また大国造の配下にあった芳賀郡･足利郡･榛沢
郡では古墳や寺院の展開は小国造が存在した郡と類似し､小国造的地域首長層が支配の中心に存在する
のが基本であるが地域的特性により大国造が統括する地域が出現することも指摘した｡それに対し東北
地方中部は後期古墳の展開が未熟で地域支配体制の組織が進んでおらず､そのような中央政権の範囲か
ら除外され蝦夷地と呼んでいたものと思われる｡
また律令体制の基本的地方軍事制度である軍団制の成立で問題となる国造の軍事力は､古墳等の出土
遺物や下級指揮官の任用･徴兵制度のあり方から軍団制成立後も実質的には旧国道を中心とした地域首
長層が把握していたことも指摘した｡
第9節ではこれまで検討してきたあり方の歴史的意味について概括的に記述した｡郡家遺跡は現在確
認される例からすると飛鳥浄御原朝廷律令編纂時に評家として造営されるのが大部分で､それらは大宝
律令施行後は郡家として使用されるのが一般的である｡これら郡家遺跡は近接して所在する寺院が氏寺
として先行して建立される例があることや､古墳等との関連から伝統的有力地域首長層の本拠地に位置
するものである｡このような典型的な例が確認できるのは阿武隈川河口を境界とする陸奥国南部までで､
それ以北では大崎平野で類似した例が1例存在するのみで､この差は古墳時代後期における首長層の展
開と関連で生じたもので基本は地域首長層にあると考えられる｡
また､このような地方支配体制の構造には考古資料からは確認できるものとできないものがあり､実
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態としての遺構･遺物から歴史の動きを解明する考古学的立場からは遺構として確認できないものは擬
制としなければならないことを指摘した｡しかし擬制としての組織も実際に機能しているのであり､そ
れは律令制地方支配は伝統的地域首長層と被支配層の関係を基盤としながらも法制的要請による擬制と
実体的組織を混在させるパッチ的構造を採っていたためと思われる｡
最後に律令制地方支配における地方と中央の関係を述べた｡地方において｢戸｣に相当する生産単位
の成立が律令制へ向けての動きの基に妄り､地方寺院の出現はそれに対応して新たな体制を模索する地
域首長層の動きのシンボルであると考えられる｡それに続くー動きの中で東日本で最古の地方官衝として
大規模な初期城柵が7世紀第3四半期に成立する｡その時期は中国が随･唐による統一を経て周辺への
進出を活発に行い朝鮮半島のあり方も大きく変わってくる｡このような国際情勢に対応するため小中華
帝国としての体裁を整えるため対外的施設を最初に整備しその後に内部支配の核となる郡家遺跡を整備
したものと考えられる｡地方における官衛施設の出現は社会構造の変化に対応した中央の政策によるが､
その政策は国際情勢に規制されていたことを地方の資料からも読み取ることができる｡
そして7世紀の第4四半期中頃にはほぼ一斉に郡家遺跡が出現する｡これは飛鳥浄御原朝廷律令の編
纂や藤原京造営という律令制確立にむけての動きの一環となるものである｡その背景として国際情勢が
ほぼ定まった時期に天武朝という強力な安定政権が成立したことが上げられる｡そのような中で造営さ
れた藤原京は初めて中央の各政治機能を京内に集中させるという構造を採っており､政治における公的
場と私的場が明確化したことを示す｡地方においても首長層居宅の地やその近くに郡家遺跡が造営され
るのは同じような方向性を示しているものなのである｡
このように最も地域に密着した官衝である郡家遺跡がほぼ一斉に評家として成立した後に､その上位
に位置する国衝が成立するのは大宝律令施行･平城京成立後の8世紀第2四半期頃となる｡律令制地方
支配確立のためには再編成･制度化された地域首長層の支配を定着させ､その後にそれを中央が統括す
るための施設である国衛を設置したものと考えられる｡そのようなあり方は地域首長層による支配体制
を制度的に固めることが律令制地方支配にとっては最優先事項であり､律令制国家の基盤がこのような
伝統的地域支配にあったことを示すものであろう｡
本論で目的とした遺跡のあり方をとおして各地域における律令制確立に向けての歴史的前提の抽出が
このような形で結論付けられるとすれば､各地域における首長層の展開がその基本にあったことは確実
である｡石母田正が指摘したように律令制支配の基礎となる国家対公民と首長層対人民の関係で後者が
基本で前者が派生的であるとすれば､今回抽出したような地域支配のあり方が律令制国家を規制する一
般的存在であり中央はそれらを統合するための特異点ということになろう｡
論文審査結果の要旨
本論文は､広範な発掘調査の成果に基づいて､考古学の立場から東日本における郡家遺跡の出現の様
相と､律令制地方支配の確立過程について､解明しようとしたものである｡全体は8章で構成されている｡
第1章｢関東･東北におけるこれまでの郡家遺跡の調査と研究｣では､昭和14年の新治郡家遺跡以降
の研究史を整理し､現在までの問題点と方向を検討する｡
第2章｢方法について｣では､関東地方から陸奥国南部までの､対象地域選定と郡単位の小地域把握の
方法､陸奥国北部の様相について述べ､また遺構年代の決定基準を論じる｡
第3章｢白河郡と磐城郡での郡家遺跡の成立｣では､関和久上町遺跡･関和久遺跡の古代白河郡家､根
＼
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岸遺跡の古代磐城郡家の立地と成立過程の特色を検討し､古墳時代中･後期からの有力地域首長層の本
拠地に7世紀末に郡家と寺院が造営されたことを示す｡
第4章｢東北地方南部その他の郡の様相｣では､磐瀬､安積･安達､信夫､苅田､伊具､菊多､標葉､行方､
宇多､日理の10郡の郡家について､遺跡の発掘調査成果を集成し詳細に論じる｡郡家遺跡の所在と構成､
寺院､居宅跡､集落遺跡､先行の古墳群等の資料を検討する｡
第5章｢関東地方における郡家遺跡Je)様相｣では､調査資料が本研究に適する常陸国新治郡､筑波郡､
鹿島郡､下野国那須郡､芳賀郡､足利郡､下総国相馬郡､武蔵国横沢郡の各郡を選択し､各地域の郡家遺跡･
寺院の実態､その成立への時代的変遷を論じる｡
第6章｢東北地方南部･関東地方における郡家遺跡成立のあり方｣では､各地の郡家遺跡の構造と立地
地形､成立年代､寺院との関係､郡内の古墳との関係等を総合的に追究する｡郡家遺跡は､従来の地域有
力首長本拠地に所在する傾向が認められる｡それらの院遺構ブロックの構成は､白河郡タイプ､磐城郡
タイ･プ､行方郡タイプに分類できる｡郡家遺跡は7世紀第4四半期にほぼ一斉に造営され､郡家関連寺
院は先行する場合が多く､有力酋長層の氏寺と位置づけられる｡古墳群の分布は､中期･後期という造
営本格化の年代の相違はあっても､地域内の本拠地の継続を示す等の､まとまった知見を提示する｡
第7章｢東北地方中部における様相｣では､阿武隈川河口域以北から大崎平野､迫川流域､岩手県中部
における､主要な城柵官衝遺跡について､地域性および遺跡の性格を論じる｡郡山遺跡､赤井遺跡､名生
館官衝遺跡､南小林遺跡､東山遺跡､城生遺跡､桃生城､伊治城､胆沢城､志波城､徳丹城を取り上げ検討
する｡考古学の立場による遺構の形式･構造論を基準としつつ､郡家遺跡､初期城柵､城柵､寺院として
の内容と見解を述べる｡
第8章｢郡家遺跡の成立と律令制地方支配｣では､各章の検討内容を総合し､律令制成立過程における
各地域の伝統的有力首長層の役割を重視し､全体的結論をまとめる｡
律令制の確立過程の研究は文献史学と考古学との学際的な分野であるが､本論文は考古学の立場から､
東日本において郡家遺跡の多くが発掘調査されている東北地方南部､関東地方北部の成果を綿密に集成
し､東北地方中部以北の城柵官衝遺跡､また各地域の古墳群･横穴墓群の在り方､集落遺跡の様相を､総
合的に検討した｡各遺跡の立地､変遷､構成を詳細に分析し､ 7世紀第4四半期に郡庁院と正倉院を中
核とする郡家遺跡成立の画期が認められることを明らかにした｡対象地域における評家の成立期､また
郡家への変遷過程を､考古学的にいかに解明するかという課題を残すが､その堅実な方法と成果は極め
て実証的であり､郡家遺跡の出現と律令制地方支配の研究を確実に前進させ､斯学の学術的発展に寄与
するところ非常に大なるものがある｡
よって､本論文の提出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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